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旧ＪＲ九州本社ビル活用事業における優先交渉権者の決定について 

１ 優先交渉権者の決定 

（１）提案企業 オデッセイアセットマネジメントリミテッド（特別目的会社を設立予定。） 

（２）用途規模 ホテル（90～100 室規模）、その他(レストラン＆バー、カフェベーカリー) 

（３）事 業 費 ３０億円 ※うち４割はオデッセイグループにて確保 

（４）事業期間 ３０年以上を検討（貸付期間１０年の契約更新により対応） 

（５）賃料提案 無償貸付 

（６）開発予定 ２０２０年春頃着工、２０２１年夏頃竣工 

（７）そ の 他 ・雇用創出 ８０名 

・租税公課 償却資産税約８００万円／各年、その他法人住民税 

       ※事業者提出の企画提案書による 

２ 審査状況 

（１）公募件数  ３件 

（２）各社得点及び提案概要 

提 案 企 業（点数） 提 案 概 要 

オデッセイアセット
マネジメントリミテ
ッド（429 点） 

※詳細は上記のとおり 

Ａ社（350 点） 〔用途規模〕 
ホテル(95 室 一部ﾄﾞﾐﾄﾘｰ形式)、レストラン、ベーカリー、
メディアスペース(映画等イベント開催、レンタルスペース)

〔改修計画〕 
外壁は一部タイル外観に復元、その他は剥落危険性のみ補修
(重層的時間としての「風化」の利用)、地階～1階の一部床面
撤去(吹抜け構造)による空間創出 

〔その他〕 
総事業費１４億円 雇用創出４０名 

Ｂ社（287 点） 〔用途規模〕 
ホテル（58 室、一部ﾄﾞﾐﾄﾘｰ形式）、観光案内所、飲食物販テナ
ント、貸個室、指令室展示、交流スペース 

〔改修計画〕 
 現況外観のまま補修（外壁塗装・モルタル補修 7,820 千円）
〔その他〕 
 収支計画書に人件費、公租公課の計上なし 
〔その他〕 
 総投資額１０億円 雇用創出１４名（清掃アルバイト含む）

３ 今後のスケジュール 

・令和２年４月１日以降  ＳＰＣとの市有財産貸借契約の締結 

令和元年１１月１８日

産 業 経 済 局 観 光 課

資 料 ３ 
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【以下、優先交渉権者の企画提案書より抜粋】
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旧ＪＲ九州本社ビル活用事業者審査委員名簿一覧

分  野 氏   名 主 な 役 歴 

観 光 振 興 井 上 善 海 門司港レトロ長期計画検討委員 等 

建 築 保 全 宮 武 正 三 一級建築士、九州工業大学非常勤講師 

地 域 振 興 松 本 元 吉 門司港レトロ倶楽部 等 

まちなみ景観 城 水 悦 子 景観アドバイザー、門司港まちなみづくり協議会 等 

経 営 ・ 財 務 齊 藤 久 美 コンサルティング会社社長、中小企業診断士 等 

  ※選定過程において各分野委員に期待する役割 

   〔 観 光 振 興 〕 レトロまちづくりプラン等との整合性の審査 ほか 

   〔建築工事監修〕 建築基準法等への対応内容の審査 ほか 

   〔 地 域 振 興 〕 門司港レトロ観光における有益性の審査 ほか 

   〔まちなみ景観〕 周辺景観に配慮した改修計画の審査 ほか 

   〔経営・財務〕 資金調達計画及び事業収支計画の審査 ほか 


